
後期高齢者医療の便益を増進するため、被保険者証の引渡し等各種申請や届出の受付など窓口業務を行う。被保険者
から保険料を徴収し、後期高齢者医療制度の財源の約1割を賄う。後期高齢者医療に関する費用に充てるため、繰入金
及び保険料その他の徴収金を大阪府後期高齢者医療広域連合に納付する。

後期高齢者医療制度の適切かつ円滑な運用。

今後の
方向性

国民健康保険制度を適正に運用する社会保障
共生共感都市
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後期高齢者医療特別会計

事業： 後期高齢者医療特別会計 1503
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後期高齢者医療制度の適切かつ円滑な運用
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